平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	公明党室蘭市議会

	議員名
	細川　昭広、砂田　尚子、柏木　隆寿

	調査実施年月日
	平成２３年１１月１７日（木） 

	調査先　自治体名等
	東京都　日本障害者リハビリステーション協会

	調査項目
	「デイジー教科書等の活用について」

	調査目的
	発達障がいなどで読みが困難な児童・生徒のために、教科書の内容を音声や文字でパソコン上に同時再生できるマルチメディアデイジー教科書の内容と活用効果、今後の課題について

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　　　　　　　人（Ｈ２３．４．１現在）　　　行政面積：　　　　　　　ｋ㎡

２　視察内容
DAISYは視覚障害者や普通の印刷物を読むことが困難な人々の為にカセットに代わるデジタル録音図書の国際標準規格として、世界約40カ国の会員団体で構成するDAISYコンソーシアムにより開発と維持が行われている情報システム。知的にも、視覚や聴覚にも問題がないのに通常の印刷物が読みにくいなどの読み書きが困難な児童・生徒のために開発されたのがマルチメディアデイジー図書。個々人の状況に合わせてパソコンで文字の大きさや書体、行や文字の間隔、文字の色、背景の色、ハイライト表示など自在に変更でき、また音声もスピード調整できるため一人ひとりの学習スタイルに合わせた読み方ができる。今後はパソコンだけでなく、iPadやタブレット端末などで持ち運びができ、いつでもどこでも活用が見込める。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	パソコンなどの情報機器の操作に慣れれば、非常に簡単にマルチメディアデイジー図書を読めるので発達障がいのある児童・生徒の学習意欲を向上させることができると感じた。デイジー図書はまだまだ少なく、制作は各地のボランティア団体に頼っている現状なので国の強力なバックアップが望まれる。学校教科書については出版社の協力もあり、そろってきたので今後は各学校での特別支援学級などでの活用が進むよう教育委員会を通し学校現場に訴えていくべきと感じた。また、デイジー図書、教科書を必要とする児童・生徒の保護者にも図書、教科書の存在を周知し、家庭でも取組めるよう市立図書館や学校図書館にもマルチメディアデイジー図書、教科書を配備できる環境が望まれる。また、就学前児童など早い時期からの取組みも必要と感じたのでこども発達支援センターや幼稚園、保育所でのデモンストレーションなど周知も必要。デイジー図書については色弱や聴覚障がいなどの方、高齢者で学校図書館のICT化も進めソフト面、ハード面の充実が急がれる。


